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cs 99(6):818-83

      

触電流の参考

様性は残る。そ

比較することが

電流に対する

更は以下の通

リの検討は単純

細な人体モデル

の変更により、

磁界の参考レ

基本的に変わっ

波数の電磁界お

追加的助言が与

すべての事項を

言及する。ばく

管理と併せて工

ことができるが

置の起爆、火花

することも重要

研究は、低レベ

を見出している

界と小児白血病

因果関係がない

が、多くの国の

対しては、各国

スク管理は一般

で､ICNIRP は

管理上の追加的

36;2010 で見る

考レベルは 10M

そのような場合

が可能である。

参考レベルは

りである。 

純な幾何学的モ

ルに基づいたコ

参考レベルは

レベルはやや緩

っていない。 

および非正弦波

与えられた。こ

を満たすことに

く露が結果的に

工学的管理が

が、あくまでも

花放電による可

要である。これ

ベルの商用周波

る。しかしなが

病またはその他

いことが、基本

の人々が懸念

国のリスク管理

般に、社会的、

は科学に基づい

的助言は､例え

ることができる

MHz までの周波

合には、身体に

接触電流は電

は、100 kHz※ま

モデルに基づい

コンピュータ

は､ある周波数

緩和された一方

波電磁界への同

これについては

によって電界お

に基本制限を超

実施されるこ

も最後の手段と

可燃性物質の発

れら全ては従来

波の磁界への毎

がら、実験研究

他のいかなる長

本制限で疫学研

念をもつきっか

理の枠組みの中

経済的、政治

いた助言のみを

ば、世界保健機

る。 

波数について与

に沿うかまたは

電撃および熱傷

までの周波数

いていたが、今

・シミュレー

数範囲で以前の

方、電界の参考

同時ばく露の場

は、以前の助言

および磁界へば

超える場合、適

ことになるであ

とみなすのが

発火の結果と

来の助言に沿

毎日の慢性的ば

究は磁界と小児

長期的影響との

研究の結果を扱

かけとなった

中で最善に対処

治的問題を含む

を提供する。

機関および他の

与えられている。
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は身体

傷の傷

につい

今回の

ション

のもの

考レベ

場合に

言と比

ばく露

適切な

あろう。

よい。

して生

うもの

ばく露

児白血

の因果

扱わな

ことを

処され

む多く

プレコ

の組織

。 


